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1.協議会が目指す地域公共交通の姿 （Plan） 2

東部ﾙｰﾄ

西部ﾙｰﾄ

亀山椋本線 南部ﾙｰﾄ

亀山
みずほ台線

亀山国府線

■地域特性（平成29年12月現在）
高低差のある地形構造であり、津市、四日市市、鈴鹿市の経済圏、生活圏に内包。人口約5万人、
高齢化率約25.9％。亀山駅・関駅の徒歩圏内（1km圏内）に公共施設が多く立地。

■公共交通の現状
鉄道5駅（井田川駅、亀山駅、関駅、加太駅、下庄駅）、バス8路線（営業路線２路線、廃止
代替路線２路線、市コミュニティバス6路線）、その他に乗合タクシー（H30.10運行開始）、民間
タクシー、関南部地区スクールバス活用バス等。

■計画策定の背景
鉄道、バス等、本市に係る全ての地域公共交通が一体となって機能し、持続可能な公共交通
ネットワークの形成を図るため、新たな「亀山市地域公共交通計画（亀山市地域公共交通網形
成計画）」を平成29年10月に策定。

■地域公共交通計画の概要
○計画の区域 亀山市全域
○計画の期間 平成29年度

～令和３年度
○計画の目標
（地域公共交通体系の目標像）

市民生活に必要な公共交通が
効率的・効果的に確保され、

安全・安心で健やかに
生活できるまち

フィーダー系路線幹線的バス



2-1.目標達成に向けた公共交通に関する具体的取組み内容 （Do） 3

 幹線的バス運行・維持
・隣接市と連携した利用促進啓発活動

⇒津市及び鈴鹿市と連携したバス利用啓発チラシの配布
みずほ台線（鈴鹿市と連携）と椋本線（津市と連携）
を沿線住民を中心にＰＲ

・鉄道駅を結節点とした幹線的バスとの連携
⇒コミュニティ系路線の駅発着
⇒市内５駅全てに乗合タクシー特定目的地停留所設置

 地域生活バス等運行・維持・再編
・東部、南部、西部ルートの継続運行
・野登・白川地区自主運行バスの再編（R3.4～）
・運賃体系の見直し（R3.4～）
・地域との再編協議・利用促進啓発活動
・乗合タクシーの運行開始（H30.10～）
⇒・地域との連携、集中的なＰＲ活動

・まちづくり協議会と連携した停留所設置
・出前トークによる乗合タクシー登録説明会の実施

⇒・Ｈ31年4月から運行時間延⾧、運行曜日拡大
・Ｒ２年７月から当日予約、運行時間2時間延⾧等
・利用促進策として、無料体験乗車券（3,000円分）を登録者全員に配布

・亀山市地域公共交通計画（網形成計画）
・フィーダー系統確保維持計画（東部ﾙｰﾄ、南部ﾙｰﾄ、西部ﾙｰﾄ）

の目標を達成するための施策・事業（抜粋）

津市・鈴鹿市と連携した
幹線的バス利用啓発チラシ

乗合タクシー
無料体験乗車券を
登録者全員に配布

野登・白川地区自主
運行バスの再編



2-2.目標達成に向けた公共交通に関する具体的取組み内容 （Do） 4

 情報提供 ・市内公共交通全体を一体的にＰＲする
・公共交通マップの配布

 利用促進誘導 ・地域生活バス全6路線共通回数券の作成（R3.4～）
・通学・通勤定期券、65歳以上定期券（年5,000円）の導入（R3.4～）

 地域づくりと一体となった取組み ・地域主体のバス活用イベント
※新型コロナウイルス感染症の影響により見送り

 鉄道の利用促進活動 ・鉄道駅とコミュニティバスの連携
・地域生活バス全6路線に交通系ＩＣカードの導入（R3.1～）

 地域との連携強化 ・昼生まちづくり協議会事務局にて南部ルート回数券を取り扱い
・地域まちづくり協議会との連携・協議
・東部ルート … 川崎地区と意見交換（R2.6.4、10.1）、PRチラシ回覧
・南部ルート … 昼生地区への情報提供（R3.3.8）、PRチラシ回覧
・西部ルート … PRチラシ回覧
・野登・白川地区自主運行バス … 野登地区との再編協議（R2.9.15）

白川地区との再編協議（R2.8.20）
・地域まちづくり協議会連絡会議へ制度改正の情報提供

・亀山市地域公共交通計画（網形成計画）
・フィーダー系統確保維持計画（東部ﾙｰﾄ、南部ﾙｰﾄ、西部ﾙｰﾄ）

の目標を達成するための施策・事業（抜粋）

市内公共交通マップ

利用促進啓発グッズ配布

定期券の導入



53-1.計画の達成状況の評価指標とその結果 （Check）

フィーダー系統確保維持計画（フィーダー系路線：東部ﾙｰﾄ、南部ﾙｰﾄ、西部ﾙｰﾄ）
【策 定】令和２年度第２回亀山市地域公共交通会議（R２.6.2６）
【事業の目標】基本目標 利用者数の現状維持以上

目 標 総利用者数及び平均乗車人員1便当たり利用者数共に
令和元年度と比較し100パーセント以上
※新型コロナウイルス感染症の感染状況によっては、
目標値を下回る可能性がある。

亀山市地域公共交通計画（亀山市地域公共交通網形成計画）
【目 標 年 次】令和３年度 （実質数値は令和２年度）
【策 定】平成２９年１０月
【目 標数 値】※一部抜粋

●市内バス路線等の利用者総数（乗合タクシー含む）
３１０，４７８人〔Ｈ28〕⇒３１７，０００人以上

●コミュニティバス路線等の利用者総数（乗合タクシー含む）
９５，１１５人〔Ｈ28〕⇒１０２，０００人以上

●コミュニティバス路線の1便あたりの平均乗車人員数
各路線別の１便あたりの平均乗車人員数（人/便・日）〔Ｈ28〕⇒現状以上

・利用者総数目標数値は市内バス路線等全体での向けた利用者増
・コミュニティバス路線の１便あたり平均乗車人員の目標は現状以上



路線名 R1 R2 増減 達成 路線名 R1 R2 増減 達成

さわやか号 33,075 25,219 ▲ 7,856 × さわやか号 7.5 5.7 ▲ 1.8 ×

野登･白川地区自主運行バス 17,782 14,600 ▲ 3,182 × 野登･白川地区自主運行バス 3.8 3.1 ▲ 0.7 ×

西部ルート 7,952 5,823 ▲ 2,129 × 西部ルート 2.8 2.0 ▲ 0.8 ×

東部ルート 9,315 8,499 ▲ 816 × 東部ルート 4.0 3.6 ▲ 0.4 ×

南部ルート 9,152 8,224 ▲ 928 × 南部ルート 2.6 2.3 ▲ 0.3 ×

加太地区福祉バス 10,167 8,140 ▲ 2,027 × 加太地区福祉バス 4.7 3.7 ▲ 1.0 ×

乗合タクシー 2,120 3,741 1,621 〇 乗合タクシー 1.2 1.1 ▲ 0.1 ×

亀山みずほ台線 33,076 28,344 ▲ 4,732 × 亀山みずほ台線 6.0 5.2 ▲ 0.8 ×

亀山椋本線 26,129 19,010 ▲ 7,119 × 亀山椋本線 3.8 2.8 ▲ 1.0 ×

亀山関工業団地線 44,374 29,460 ▲ 14,914 × 亀山関工業団地線 - - - -

亀山国府線（平田亀山（Ａ）） 亀山国府線（平田亀山（Ａ）） - - - -

亀山国府線（平田亀山（Ｂ）） 亀山国府線（平田亀山（Ｂ）） - - - -

全路線計 298,898 235,740 ▲ 63,158 ×

コミュニティ系路線のみ計 89,563 74,246 ▲ 15,317 ×

フィーダー系路線のみ計
（東、南、西ﾙｰﾄ）

26,419 22,546 ▲ 3,873 ×

総利用者数 １便当たり利用者数

105,756 84,680 ▲ 21,076 ×

63-2.計画の達成状況の評価指標とその結果 （Check）

⇒引き続き地域と連携して意見交換や利用促進等を行い、利用者を確保していく

※利用者数等は、営業・廃止代替路線のみバス会計年度
（10月～9月）による集計

※廃止代替路線・営業路線は、運行事業者からの情報提供よる
集計



73-2.計画の達成状況の評価指標とその結果 （Check）
路線別分析

さわやか号
・乗車人数が前年比約24％減少。
・特に令和2年4月～5月と令和3年1月～2月の緊急事態宣言時の期間の乗車人数
が前年同期間に比べ約35％減少。
【要因】コロナによる、外出自粛が大きな減少要因だと考えられる。

野登・白川地区
自主運行バス

・乗車人数が前年比約18％減少。
・特に令和2年4月～5月と令和3年1月～2月の緊急事態宣言時の期間の乗車人数
が前年同期間に比べ約29％減少。
【要因】小中学校の休校が大きな減少要因だと考えられる。

西部ルート
・乗車人数が前年比約27％減少。
・特に令和2年4月～5月と令和3年1月～2月の緊急事態宣言時の期間の乗車人数
が前年同期間に比べ約38％減少。
【要因】コロナによる、外出自粛が大きな減少要因だと考えられる。

東部ルート ・乗車人数が前年比約9％減少。
【要因】コロナによる、外出自粛が大きな減少要因だと考えられる。

南部ルート ・乗車人数前年比約10％減少。
【要因】コロナによる、外出自粛が大きな減少要因だと考えられる。

加太地区福祉
バス

・乗車人数前年比約20％減少。
・特に令和2年4月～5月と令和3年1月～2月の緊急事態宣言時の期間の乗車人数
が前年同期間に比べ約44％減少。
【要因】小中学校の休校が大きな減少要因だと考えられる。



4.自己評価から得られた課題と対応方針 （Act） 8

課題

●幹線的バスは、当市の公共交通の骨
格を形成する路線として継続・維持し、
コミュニティバスは、幹線的バスを補
完する地域の生活軸となる路線として
継続・維持すること。

●地域と連携し、沿線住民へさらにＰ
Ｒし、コミュニティバス路線の利用者
拡大につなげること。

●乗合タクシーの定着に向け、継続し
てＰＲに取り組む必要があること。

●評価基準（3人/便・日）を下回るコ
ミュニティバス運行エリアの対策を講
じること。

●地域が主体となって運行する関南部
地区自主運行バスの支援を行うこと。

●新たな技術を活用した公共交通ネッ
トワークの構築に向けて検討を行うこ
と。
●新型コロナウイルス感染症の感染拡
大の可能性を見据えて、コミュニティ
バス及び乗合タクシーの安全な運行を
確保する必要があること。

対応方針

●コミュニティバス各路線の沿線住民等へ利用促進啓発チラシ
の配布等を実施するなど、今後も地域と連携・継続して利用促
進活動に努め、利用者を確保し、津市、鈴鹿市にまたがる広域
路線である幹線的バスの利用促進にもつなげる。

●コロナ禍において全ての路線バスで利用者が大幅に減少して
いるため、引き続き感染防止対策を徹底するとともに、地域ま
ちづくり協議会等と共に沿線住民への利用促進ＰＲ活動や方策
を実行し、現在のサービス水準の維持及び利用者を確保する。

●乗合タクシーの定着を図るため、地域での説明会等の開催を
引き続き実施するとともに、利用者の声なども含めて市広
報で紹介し、登録未利用者の利用につなげるなど、効果的な
利用促進啓発等を実施し、利用者増を目指す。

●鉄道、バス、乗合タクシー等の市内公共交通全体を一体的に
ＰＲし、各公共交通機関の機能・役割を意識した利用を啓発し
利用促進に活用する。

●関南部地区まちづくり協議会と運行に向けての課題を整理し
ながら、早期実現に向けて協議を行う。

●次期の地域公共交通計画を策定する中で、新たな技術を活用
した取組の調査・研究や、ニーズとサービス、コストを考慮し
た鉄道・バス・乗合タクシーの最適な組み合わせによる効率
的・効果的な運行に向けて検討を行う。


